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― 「現代の鉄道車両としての完成度が極めて高く、魅力あふれる車両である」と評価 ―  

 

西武鉄道株式会社（本社：埼玉県所沢市、社長：喜多村 樹美男）では、2020年 6月 5日（金）に、建築家・妹島

和世氏がデザイン監修し、株式会社日立製作所(本社：東京都千代田区、執行役社長兼 CEO：東原 敏昭) が製造

した特急車両「001系 Laview」が、鉄道友の会（会長：須田 寬）が制定するブルーリボン賞を受賞しました。当社

としては、1970 年に受賞した初代特急車両「5000 系レッドアロー号」以来、50 年ぶり 2 度目のブルーリボン

賞の受賞です。 

鉄道友の会により、「スタイリッシュで特徴的な外観デザイン、良質な雰囲気を備えつつ機能性の充実やバリア

フリーの促進が図られた客室・設備ほか、最新水準の機器類の積極採用による省保守性や信頼性の向上、環境負

荷の低減など、現代の鉄道車両としての完成度が極めて高く、魅力あふれる車両である」と評価されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆建築家 妹島和世氏のコメント 

「ブルーリボン賞ご受賞おめでとうございます。このプロジェクトに参加させて 

いただきましたことを光栄に思います。初代レッドアローの 1970年の受賞か 

ら丁度 50年ぶりの受賞ということで、今回のたくさんの方々との取り組みが、 

新しい節目としても評価されたようにも思われとても嬉しいです。これからも 

皆さまにずっと愛されてたくさんの方々に乗っていただければと思います。」 

 

◆ブルーリボン賞について 

ブルーリボン賞とは、鉄道友の会（会長：須田 寬）が、前年に日本国内で正式に営業運転を開始した新造または

改造車両の中から、選考委員会が選んだ候補車両に対する会員約3,000人の投票結果に基づき、選考委員会が

最優秀と認めた車両を選出する 1958年に制定された賞です。 

 

 

 

 

 

「001系 Laview」がブルーリボン賞を受賞 

2020年 6月 5日 

西武鉄道の車両としては 50年ぶり 

<参考>西武鉄道「5000系レッドアロー号」 

1969年 10月 14日の西武秩父線開業と同時にデビューした 

特急車両で、1970年に「ブルーリボン賞」を受賞。西武鉄道では

1995年まで運行しておりました。 

西武鉄道 次世代フラッグシップ特急車両「001系 Laview」 バリアフリーの促進が計られた多目的トイレ 

 



◆Laview（001系）について 

「いままでに見たことがない新しい車両」を目指し、西武鉄道の次世代のフラッグシップトレインとして製作さ 

れた新型特急車両です。2019年 3月 16日にデビューしました。 

愛称「Laview（ラビュー）」には、「Ｌ」贅沢（Luxury）なリビング（Living）のような空間、「ａ」矢（arrow）のよ 

うな速達性、「ｖｉｅｗ」大きな窓から移りゆく眺望（view）、都市や自然の中でやわらかく風景に溶け込む特急とし

て、多くのお客さまに特急電車での旅を楽しんでいただきたいという想いが込められています。 

電車の固定概念にとらわれない、建築とプロダクトの間の、もうひとつの居住空間をイメージして、建築家  

妹島和世氏の手により、デザインされました。国内初となる曲線半径 1,500mmの球面形状前面ガラス、客室窓

には縦 1,350mm×横 1,580mmの大型窓を設置したことにより、いままでとは違った西武線沿線の四季折々

の風景をお楽しみいただける特急車両です。 

2019年 3月のデビュー以降、国内外でも高い評価を得ており、これまでに以下の各賞を受賞しております。 

「iF デザインアワード（iF International Forum Design GmbH）」 

「2019年度グッドデザイン金賞（公益財団法人日本デザイン振興会主催）」 

「第 13回キッズデザイン賞『子どもたちを産み育てやすいデザイン部門』（キッズデザイン協議会主催）」 

 

◆西武鉄道に関するお問合せ先 

西武鉄道お客さまセンター TEL(04)2996-2888 

[短縮営業時間 9:00～17:00（平日）、9:00～14:00（土曜日・祝日）] 

※4月 26日（日）～当面の間、日曜日は臨時休業しております。 

※お客さまおよび従業員への新型コロナウイルス感染症の感染予防・感染拡大防止を目的に、当面の間、 

営業時間を短縮しております。 

 

以 上 

 

◆建築家：妹島和世氏（デザイン監修）について 

日本女子大学大学院を修了。1987年妹島和世建築設計事務所設立。1995年西沢立衛とともにSANAAを設

立。2010年第12回ベネチアビエンナーレ国際建築展の総合ディレクターを務める。主な受賞として日本建築学

会賞*、ベネチアビエンナーレ国際建築展金獅子賞*(イタリア)、プリツカー賞*(アメリカ)、芸術文化勲章オフィシ

エ(フランス)、紫綬褒章など。現在、横浜国立大学大学院Y-GSA教授、ミラノ工科大学教授、大阪芸術大学客員

教授、日本女子大学客員教授。(*はSANAAとして) 


